
令和５年度第３回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

１ 開催日時 

  令和５年９月２８日（木）午後６時～午後８時 

２ 開催場所 

  草加市役所本庁舎７階 ７Ｂ会議室 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者 まちづくり登録員 １２人 

             若者  １人 

 ⑵ 進行  熊谷市市民活動センター センター長  

       立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局 みんなでまちづくり課：藤倉課長、山岸課長補佐、田沼主査、水内主事、 

                  市民活動センター 小西主事 

４ 会議の議題 

 だれもが幸せなまちづくり ～若者とできること～ 

 ※ 全４回の第３回目 

５ 公開・非公開の別 

  公開 

６ 傍聴者数  

  ０人 

７ 会議の主な内容 

〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 前回は賑やかな雰囲気で開催できました。今回は１名ですが、若者を交えながら、みんなでまちづくり会議を

進めていきたいと思います。お配りした資料の中に、前回の議事録が付いていますので、それを眺めながら、感

想を共有したいと思います。前回はトークフォークダンスという手法で学生とまちづくり活動をされている皆様

とで草加のことについてお話しいただきました。 

 今年度の全体的なテーマとしては、若者とできるまちづくりということを掲げております。普段、自分のお子

様とお話しする機会があるという方は、世代間で話すことができますが、そうではない方々は、大学生と話す機

会というのは少ないので、新鮮でしたという感想も多く頂きました。 

 ガヤガヤした雰囲気がトークフォークダンスの特徴の一つですので、実際に皆様がお話した内容の中にどの様

な意見があったかというのは、途中、マイクをお渡しして代表しておしゃべり頂いた内容と、付箋にご記入いた

だいて提出いただいた内容しか、この議事録には、反映されていません。ですので、議事録を眺めながら、少し



思い出していただいて、皆様に印象的に残っているお話しや、若者からこの様な意見があった等、一言ずつ、お

話しいただければと思います。 

 トークフォークダンスの最初は、「今日何食べたか」、「草加でお勧めのお店はありますか」等、簡単なお話

から始めました。草加についてのお話でも世代間でイメージが異なっているというのが多かったのが、印象的で

した。伝宇川を綺麗にするサークルの学生さんが多く参加してくれていたので、川の清掃の話題が多く出ていま

した。そのほか、若い世代と一緒にまちづくりをするためのアイディアとして、世代を超えたイベントを一緒に

やるのが良いのではないか、居場所作りというキーワードも出していただきました。 

 前回参加いただいた、感想や印象をについて、また、次のみんなでまちづくり会議で見てみたい、まちづくり

活動の現場について、ご意見いただければと思います。 

 

〇 会議での共有事項 

 ①前回のみんなでまちづくり会議（トークフォークダンス）の感想 

  ※前回不参加者は議事録の感想 

 ②みんなでまちづくり会議で行きたい現場（若者がいるところ、まちづくり活動の現場） 

 

参加者１ ：①前回のみんなでまちづくり会議は本当に楽しかった。印象に残ったのは、好きなアイスクリー

ムの話。「バニラなら食べても良い」という方がいて面白く印象に残っている。また、「歩道を広

げたい」、「川をきれいにしたい」という意見があって、私は、場を必要としているのだと感じと

った。トークフォークダンスについては、私のオリジナルの質問をしたいと思った。 

②みんなの保健室 陽だまりは小学校が近く、子ども達と親が集まれる可能性のある素晴らしい場

所だなと思った。中を見たことはないが。 

参加者２ ：①伝宇川をきれいにしたい等、社会貢献意識が高い若者が多く素晴らしいなと思った。 

②盆踊りを最近見たい。盆踊りは多世代が多くかかわれると思う。市内で盆踊りサークルを作っ

て、集まる機会を作ると交流が深まると思う。 

参加者３：①だいぶ前からみんなでまちづくり会議には参加しているが、今までのみんなでまちづくり会議と

は違って、楽しかったなという感想を持った。内容に関していえば、若い人たちの感性と草

加に何十年と住んでいる自分の感性とのギャップの大きさ、まちに対する見方の違いを感じ

た。 

参加者４ ：①学生さんと話して、自分が大学生の頃どうだったかと考えた。実は、見方・考え方はあまり変

わってないが、周りにあるは建物・環境が変わっていて、それに対して、学生が、地域のためにで

きること、できないことを考えていると感じた。そこで我々がどうすれば良いかを考えると無力さ

を感じた。私は色々な団体でまちづくりを行っているが、なかなか動かない。草加市もみんなでま

ちづくり課を中心に色々と仕掛けをしているが、実を結ばない。だから、みんなでまちづくり会議

で何かを提案しても同じ考え方を持つ人が増えていかないとまちは変わらない。 

参加者５ ：①上手なラインの打ち方、ラブレターの書き方を一緒にまじめに考えても面白いかなと思った。 



参加者６ ：①私にとって耳慣れない言葉として、マルシェという言葉があった。草加市の特徴と関連付け

て、マルシェを開催し、その中で市民同士の交流、若い人と高齢者との交流を図ったらどうかとい

う意見があり、印象的であった。 

参加者７：①学生の意見として、世代を超えたイベントや高齢者と一緒にスポーツを行いたい等の意見があっ

た。私は中高年のウォーキングをまちづくり活動として行っていて、今までは若い人は対象外であ

ったが、若者と一緒にできるのではないかと思った。 

②前回参加いただいた若者の多くの方が伝宇川の活動に参加していた。その活動を一緒にやるのも

一つの方法だと思う。 

参加者８ ：①学生が１２人も参加してすごいなと感じた。ただ、その場で交流できても、その後、継続して

繋がることが難しいと感じた。意見の中にミラトンがあるが、ミラトンでマルシェを若者と一緒に

やれれば夢が広がるなと思う。みんなでまちづくり課も色々なことに取り組んでいるが、継続的に

何かにつながっていくのが難しいと感じている。 

参加者９ ：①遊馬町のあすまっぷで活動しているが、なかなか若い人と一緒に活動する場というのはない。

また、コミュニティでそのような活動ができるかについては、日頃考えている。若い人の意見を聞

く場は少ないので、前回のみんなでまちづくり会議に参加できず惜しいことをしたと感じた。た

だ、今年の夏祭りには１３００人ほど若い人も来てくれて良かった。 

参加者10 ：①草加公園で子ども達の発案で、高齢者と若者で一緒に遊ぶ企画ができないかなと感じた。例え

ば、果物づくり野菜作り、それらを使った料理など。高齢者は若者から教わる気持ちで、互いに学

び合えれば良い。 

②伝宇川の活動にお邪魔してみたい。 

参加者11 ：①普段から獨協大学の学生さんとは交流しているが、前回のみんなでまちづくり会議は楽しかっ

た。学生側の立場から意見すると、大学生は、市のイベントに結構参加している。例えば、松原団

地跡地に建設されたトーブイコートでは「ピクニグッド」を開催し、そこには獨協大学のゼミが３

つほど参加した。 

②前回、団地の取組に関して、若者と何かできるかという話をした際に、高齢者と若者が共有でき

る場を作ることが最初の一歩だという意見をもらった。例えば、ふれあい喫茶や勉強家など。 

参加者12：①前回のみんなでまちづくり会議は、一人ずつひとりずつじっくりとはお話しできなかったが、視

点の違いを感じた。草加のアパートに住んでいる学生は草加のことを知っていたが、草加に住

んでいない学生は、「草加は通過地点」という方もいた。私の住んでいるところは学生との交

流はやはり少ない。若者とのトークフォークダンスを地域単位で開催出来たら交流が深まると

感じた。 

参加者13：①世代を超えた話し合いができて、楽しかった。伝宇川の話が印象的であった。住み続けた人の愛

着を感じた。実際に見に行ったら歴史あふれて風情を感じた。草加が好きになった。 

参加者14：②「みんなの保健室 陽だまり」は健康支援を中心に活動していた。活動場所として公的な施設を

借りていたが、神明町に拠点を移したところ、若い人も来るようになった。生きがいラボを開催し



ているが、学生に見学してくれると良い勉強になると思う。人が足りていないのが問題で、ババbar

を企画しているので、学生に参加いただけると助かるし、面白い。 

 

 〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

会議室でやるだけではないみんなでまちづくり会議を開催すると、現場でないと話せないこと、行ってみたら

分かる事、アイディアがあると思う。次回は会議室ではなく、現場に赴き、みんなでまちづくり会議を行って

みる。 

 


